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ケアサービス表を運用しての考察
～看護と介護が協働するために～
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【はじめに】
　療養病棟では、看護師と介護員が連携し、協
働して日々の業務を行っている。
　患者様の1特報は、電子カルテに入っていたり、
介護日誌に記載されるなど、情報が分散してお
り、職種間での1青報の共有と継続ができていな
いと感じた。
　そこで患者個々のケア内容を具体的に記した
ものが必要と思われ、既存のケアー覧表の内容
を見直した新たな表を作成した。実際の業務で
活用し、役立つか検証したいと考えた。
　松原良美
　研究方法
　研究期間
　2008年5月～11月
　研究方法
　①ケアー覧表と運用マニュアルを作成し、ス
タッフへの説明をする。
　②使用開始後、会議等から意見と感想を収集
する。
【結　　果】
①ケアサービス表・運用アニュアルの作成
　既存のケア内容一覧表は、週間サービス計画
表を使用していたが、当病棟での実際の業務と
関連しない部分を見直し、患者様の日常生活が
わかるような表を作り、名称をケアサービス表
とした。
　今後家族への開示も可能なように項目など専
門用語を避けた。これは、チームごとにファイ
ルしてナースステーションに置いた。
　更に、内容の一部を記載する簡易型の表をケ
アサービス表ミニとした。
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　個人情報を守りつつ、ベットサイドですぐ見
えるようユニット内に掲示することとした。
　導入にあたり、記入方法を盛り込んだマニュ
アルを作成し、スタッフ各自に配布して説明した。
　確認項目や更新事項がきちんと記載されてい
るかを知るために係を決めて毎月チェックする
ことにした。
②サービス表に対する意見と感想
　実際サービス表を使用して、日付やサインの
漏れ、記入位置が異なるものが呼出みられた。
その原因としてマニュアルの内容が見づらく理
解しにくい事が考えられた為、マニュアルに図
を挿入し下記の
①用紙の初回作成時（転棟時）
②カンファレンス時
③転入後1ヶ月ごと
　の三期に分けたものに改善し、再度病棟会議
で説明した。
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　スタッフからの感想は次のようなものでした。
①カンファレンス時に、看護計画と共にケア内
容を見直せて、変更した内容をすぐに書きなお
すことができる。
②患者様の状態の変化がわかりやすく、カンファ
レンスを進めやすい。
③受け持ち看護師・介護員で確認しながら用紙
を完成させる為、職種間のコミュニケーション
が増えた。
寝たきりの患者さんの口腔乾燥を
改善させるケアの実際
～レモン水清拭と唾液腺マッサージ
　　　による唾液量の変化の比較～
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【考　　察】
　サービス表を使用することで、患者様の状態
の変化、現在の状態が把握しやすく、カンファ
レンスをすすめやすくなったと考える。
　サービス表ミニがベッドサイドにあることで、
患者様の情報がすぐわかることから、業務をス
ムーズに進めることにもつながっていると考える。
　固定チームナーシングという点では、自分の
受け持ち患者様の日常生活について実際にサー
ビス表記入をすることで、受持ち意識の向上に
有効だったと思われる。
　また、協力しサービス表を作成する事で、職
種間の連携にも役立っていると考えられる。サー
ビス表の運用という点では、新人も含め、全て
のスタッフがマニュアルを周知し活用する為に、
マニュアルの見直しや指導方法などに課題が残
る。
【結　　論】
　ケアサービス表の使用で、患者個々の情報が
理解しやすくなる事がわかった。
【終わりに】
　今後は、運用を充実させて患者様家族に積極
的に提示し、意見を取り入れながら進めていく
よう発展して行きたいと考えている。
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策定の実際
【はじめに】
　当病棟では高齢で脳血管障害があり、経管栄
養を行っている患者様が多い。疾病と年齢から、
唾液の分泌が低下し、口腔乾燥・舌苔などの症
状のある患者様がいる。高齢で寝たきりの患者
様にとって口腔の乾燥予防は、口腔内細菌によ
る誤嚥性肺炎などの全身疾患への予防につなが
る。今回は患者様の口腔の唾液を増加させるケ
アに着目し、唾液量に少し変化が見られたので
ここに報告する。
【方　　法】
　対象は病棟入院中の舌苔・乾燥のある胃痩増
設患者様3名（女性一名、男性二名）である。
【研究の対象】
　舌苔・乾燥のある胃旗増設患者様3名に唾液
腺のマッサージと、10％レモン水による舌の清
拭を実施し、唾液の分泌状態、舌の乾燥、舌苔
の状態の変化をまとめてみた。
【結　　果】
　口腔アセスメント及び唾液量評価の結果
A氏について
・A氏に関しては、口腔乾燥状態・口臭ともに
あまり変化は見られなかった。　唾液量に関し
ては変化が見られない日もあったが、0．1～0．6
gの範囲で増加が見られた。
B氏について
・B氏に関しては、口臭・舌苔の変化はなく、
あまり効果がみられなかった。唾液量に関して
は、唾液量が変化しない日もあったが、0．！g
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